
し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。
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く
世
界
に
目
を
向
け
た
明
る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。
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、王

L 容

な

内

市民の動き

113，501人 (十 52

55，215人 (十 24

58，286人 (+28 

34，432世似:(-29 

) I人lは liij}1比で寸

ニ
t

四

J

五

べ

l
シ

六
・
九

ペ
ー
ジ

七
ペ
ー
ジ

八
ペ
ー
ジ

十
ペ
ー
ジ

・・
十
一

ペ
ー
ジ

十
二

ペ
ー
ジ

:
十
三

ペ
ー
ジ

・十
四

ペ
ー
ジ

会。
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ト
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パ
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I
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M
い
r

h
ト
じ
年
度
卜
川
市

'H
治
会
以
名
門
川

川
和
問
凶
を
考
え
る
・
・
:
・

位
以
ヴ
く
リ

l
ハ
の
位
脱
・
・

小
児
7

ヒ
子
仙
の
た
め
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与

日
比
肝
保
之
人
大
川
F
L
L
小
学
部

の
学
生
必
集

・:

「
紋
め
然
り
」
て
紙
化
木
を
無
料
制
布
・
:

働
く
何
人
の
家

i
婦
人
教
室
の
受
誹
生
以
集
・
:

お
く
や
み
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誤認57年度予算決まる

えつ広報
ー 第 860号O号一

一般会計は168億円

行
う
た
め
改
正
し
ま
し
た
。

マ
上
田
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

|日力、ら 12

「イ呆育所条例の一部改正案」、常国会館

区 分 昭和56年度 昭和57年度 前年対比

一般会計
[1'1 f'llj 

97.1 17，388，393 16，875，726 

土 地 取得事業 261，000 281，000 107.7 

塩田有線放送電話事業 39 ， 21~ 40，684 103.8 

午寺 国民健康保険事業 3，329，096 3，537，494 106.3 

思リ 交通災害共済事業 25，608 25，738 100.5 

業企

福祉事業センタ一事業 117，828 125，176 106.2 

産 院 事 業 202，371 215，372 106.4 

dヱbス. 農 業共済事業 203，782 9，663 4.7 

計 同和地区住宅 417，982 410，004 98.1 
新築資金等貸付'J工業

公共下水道事業 1，470，242 1，215，426 82.7 

正口入 5十 6，067，122 5，860，557 96.6 

今回の市議会では、「昭和57年度上田市

一般会計予算案」、東塩田保育園が新年

「コミュニティ防災セン

度から開園することにより改正される

タ一条例の制定」など49議案が審議さ

跡に防災センターを設置することによ

日まで12日間の会期で聞かれました。

3月

れ、全議案が可決、承認されました。

当初予算

3月定例市議会が、

り制定される

昭和57年度
フ*
例
廃の
止改
• 正
告リ
;E 

マ
点
訳
奉
仕
活
動
等
石
井
基
金
条
例
の

一
部
改
正

石
井
光
一
さ
ん
(
大
手
二
)
か
ら
多

額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

基
金
の
矧
額
を
図
り
、
ご
意
向
に
そ
っ

て
自
の
不
自
由
な
方
々
の
た
め
に
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
改
正
し

ま
し
た
。

マ
上
田
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正
国
民
健
康
保
険
助
産
伐
の
国
庫
補
助

に
係
る
交
付
要
綱
の
一
部
が
改
正
さ
れ

ま
し
た

の
で
、
助
産
旬
の
引
き
上
げ
を

マ
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正

若
葉
保
育
園
及
び
か
し
わ
保
育
園
の

老
桁
化
に
伴
い
、
両
闘
を
統
合
し
建
設

を
進
め
て
い
る
東
塩
田
保
育
闘
が
完
成

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
設

置
を
定
め
新
年
度
か
ら
開
国
す
る
た
め

改
正
し
ま
し
た。

運
用
を
行
う
こ
と
が
急
務
と
な

っ
て
い

ま
す
。
国

・
県
の
指
導
の
も
と
に
上
小

防
災
セ

ン
タ
ー
の
設
置
を
定
め
る
た
め

制
定
し
ま
し
た
。

で
す
が
、
地
域
の
総
合
交
通
政
策
は
あ

く
ま
で
地
万
公
共
交
通
手
段
が
中
心
で

易
摩
僚
解
消
対
策
に
よ
り
、
向
M
I
陀
物
輸

入
拡
大
が
再
び
ク
ロ
ー
ズ
ア

ノ
ブ
さ
れ
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行
)
た
め
改
汁
し
ま
し
た

マ
上
田
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
一
部
改
正

非
常
勤
消
防
川
口
H
な
ど
及
び
そ
の
遺

族
に
対
す
る
州
害
補
償
の
充
実
を
図
る

た
め
、
障
害
補
償
年
金
の
差
額
一
時
金

及
び
前
払
一
時
金
に
つ
い
て
の
制
度
を

創
設
し
、
あ
わ
せ
て
遺
族
補
償
年
金
に

係
る
規
定
の
務
備
を
行
う
た
め
改
正
し

ま
し
た
。

マ
上
田
市
農
業
共
済
条
例
の
廃
止

農
業
の
多
様
化
が
進
む
中
で
、
農
業

災
害
補
償
制
度
の
機
能
を
拡
充
強
化
し
、

農
業
共
済
一
卒
業
の
適
正
か
つ
効
率
的
な

だえつー (3)一一一一 昭和57年 4月1臼 広報

昭和57年度一般会計当初予算内訳
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2
円

5

8

膏
思
膏
串
音
串

2
2
1
金

料

付

数

交
手

税

ぴ
金
入
得

及
与
反
取

料
襲

4
車

用
方
産
動

使
地
財
自

'
''
E』
E
E
a
a
B
E
E
-
E

，‘‘、‘

運
用
を
行
う
こ
と
が
急
務
と
な
う
て
い

ま
す
c

国
・
川
市
の
指
導
の
も
と
に
上
小

地
肢
の
市
町
村
で
行
わ
れ
て
い
る
農
業

共
済
組
合
並
び
に
股
業
共
済
事
業
を
広

域
合
併
し
て
、
上
小
農
業
共
済
組
合
を

設
立
し
ま
す
の
で
、
農
業
災
害
補
償
法

第
八
十
五
条
九
の
規
定
に
基
づ
き
、
上
回

市
農
業
共
済
条
例
を
廃
止
し
ま
し
た
。

マ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
条
例

の
制
定

災
害
時
に
備
え
て
の
資
機
材
の
備
蓄

と
地
域
住
民
の
連
帯
意
識
に
基
づ
く
自

主
防
災
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
常
国

会
館
跡
地
に
建
設
し
て
い
る
東
部
地
区

市税

79億3.394万円

470% 

防
災
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
定
め
る
た
め

制
定
し
ま
し
た
F

.:a:. 
思

見

重量
Eヨ

マ
地
域
の
公
共
交
通
確
保
に
聞
す
る
意

見
書
昭
和
五
十
六
年
七
月
六
日
運
輸
政
策

審
議
会
は
、
「
長
期
展
望
に
基
づ
く
総
合

的
な
交
通
政
策
の
基
本
方
向
」
な
る
答

申
を
運
輸
大
臣
に
提
出
し
ま
し
た
。

こ
の
答
申
は
、
か
つ
て
の
各
交
通
機

関
の
「
競
争
の
時
代
」
か
ら
「
協
力
の

時
代
」
へ
の
転
換
を
求
め
て
い
る
も
の

、
•• 
1
E
E
E
B
E
B
E
E
-
-
'
a

，，，，
 

円
円
万

万

n
w
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内
ペ
ベ
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3
F
D

民生費
42億4.620万円

25.2% 

災害復旧費

予備費

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
設

置
を
定
め
新
年
度
か
ら
開
園
す
る
た
め

改
正
し
ま
し
た
。

で
す
が
、
地
域
の
総
合
交
通
政
策
は
あ

く
ま
で
地
方
公
共
交
通
手
段
が
中
心
で

あ
り
、
地
方
の
産
業

・
経
済

・
教
育
・

文
化
な
ど
の
維
持
発
展
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

よ
っ
て
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
第
八

十
五
国
会
に
お
い
て
決
議
さ
れ
た
「
地

方
陸
上
公
共
交
通
維
持
整
備
に
関
す
る

決
議
」
の
趣
旨
を
尊
重
し
、
地
域
の
会
式

情
を
十
分
考
慮
さ
れ
、
地
域
の
公
共
交

通
の
確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
請

し
ま
す
。

マ
農
業
政
策
の
確
立
に
関
す
る
意
見
書

わ
が
国
最
大
の
政
治
課
題
で
あ
る
貿

一般会計

歳出

168億7，573万円

%は構成比

国
民
健
康
保
険
助
産
貨
の
国
庫
補
助

に
係
る
交
付
要
綱
の
一
部
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
助
産
刊
の
引
き
上
げ
を

易
摩
擦
解
消
対
策
に
よ
り
、
農
産
物
品
馴

入
拡
大
が
再
び
ク
ロ

ー
ズ
ア
y
プ
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中

で
主
要
炭
産
物
は
減
反
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
農
業
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
は

一
段

と
厳
し
き
を
増
し
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
政
府
は
、
農
業
経
営
の
安
定

を
は
か
る
た
め
次
の
実
現
に
つ
い
て
速

や
か
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
詰
し

ま
す
。

ー
、
農
産
物
輸
入
拡
大
阻
止
に

つ
い
て

:
・
牛
肉
・
乳
製
品

・
オ
レ
ン
ジ
・
ト

マ
ト
加
工
品

・
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
残

存
輸
入
制
限
品
固
め
自
由
化
は
絶
対

に
行
わ
な
い
こ
と
。
牛
肉

・
オ
レ
ン

ジ

・
果
汁
な
ど
の
日
米
農
畜
産
物
交

渉
の
繰
り
上
げ
実
施
は
行
わ
な
い
こ

と
な
ど
。

2
、
畜
産
・
酪
農
対
策
に
つ
い
て
・:牛

肉
・
養
豚

・
ブ
ロ
イ
ラ
ー

-
養
鶏
な

ど
を
対
象
と
し
た
酪
農
と
同
様
の
負

債
艶
理
資
金
別
融
通
助
成
事
業
を
新

設
す
る
こ
と
。
肥
育
経
営
安
定
資
金

事
業

・
酪
農
経
営
安
定
資
金
事
業

・

肉
用
子
牛
価
格
安
定
事
業
を
拡
充
し

て
継
続
す
る
こ
と
な
ど

3
、
繭
糸
対
策
に
つ
い
て
・
:
地
域
の
伝

統
産
業
で
あ
る
蚕
糸
産
業
を
守
る
た

め
、
蚕
業
改
良
普
及
制
度
を
取
持
す

る
こ
と
。
繭
糸
価
格
安
定
制
度
を
単
一

持
・
強
化
す
る
と
と
も
に
、
什
越
州
中
編

価
は
農
水
省
統
計
に
よ
る
全
国
平
均

生
産
費
以
外
に
引
き
上
げ
る
こ
と
な

ど。



:牢総務費

'ιt1:委言t料 ・使用料
I~I 治会事務委託料

J~同集会施設新設改修補助令

県営水道料差制事ili助全(出Fn・川西地区)

・牢民生費

村Pt者収容保護措?i:H

老人医療'{'i給付金

老人地設入祭者間世代

生活保諮扶助'i'i

報恩務改築工ギ'ilf

礼幼児倒置'ilf

:本衛生費

上小衛生施設組合負抱金 2偲2，677万円

上田市真田町 じん介焼却場組令負担金1偲1，560万円

じん介危険物収集委託料 1佑2，162万円

廃プラスチック運搬処分委託料 2，829万円

*労働費

勤労者退職金共済掛金補助金

勤労者住宅建設資金融資制託金

上小地域広域行政組合負但金

*農林水産業費

肉用牛集約生産基地育成事業補助金

同和地区農業振興工事行

野菜特用作物等振興対策事業補助金

林構基盤路イl街林道開設補助金

1良村総合主主イj街モテ‘ル事業工事 ~'i

小牧橋架橋工事行

市単土地改良事業補助金
制Iiて 絡ま同の う補きりとりの祉
て 生ヵ、す組 J反応立lf助まきしま方の民 ;牢商工費
ん ず低 。合興林営金すめてす々た生 : 中小企業融資預託金
す る迷こへ対水 1'1、。細 fii'ののめ '{'l
る 亦しれの策産補私まかみてい善にで : 中小企業融資信用保証料

こ1= 、は補と業助立たな立 、意ご問; 韮p団地共同事業補助金
と に飼、助し~'i金保、福てこが寄
に 対料依金てでな育私祉 、れ四イ寸こ; 地方パス路線運行紺持補助金

fLZT会富岡長国言葉型左真 Z2j本土木費
「そ騰し万養内あの稚をの会十だで : 道路新設改良工事貸
出のとて 円殖水り il日日間進運福万いに
|日ー相鯉己が漁而ま少建め用祉円た社; 道路新設改良補イú~lf
鮒!郎まのあ業漁すに設てに基と多会 : 河川用悪水路改修工事'{Jl
」 をつ価り協業 。伴 'flfいよ金なく袖 ; 秋和上堀線工事賀

万育充太 施 減いかれ独上二秋 を : 市営住宅建設工事'V1(古里団地)

円協実郎設教をずらの事し億和土守 *消防費

3会Zi議ZTt需品者 f王者5J: 上小地域行政消防特別会計負担金

を法めの 補でた単をか係た九線 Zピ; 非常備消防備品質

11た2喜望 l央会理主 EAJE2市ヲ ; 消防水利施設附工事貸

しに百 付九上も成いれ J也れ十地道と:本教育費
ま伴万に百 田 のととをで同五平 小す・
しう円よ万城で 利い土あ 万件牧る ; 南小学校用地位
た出 、る円南すチう I也りい七 '{lf川 も ; 中学校通学費補助金
資上久、高 。負も問、ず千あ辺り-
全国保久等 1nの発それ 円わ町に: 上回城西相(やぐら)修理工4O;:，{，(
瓦 f打文保学 めで公れもを せ絡すo
fi体 l事角校 帳、社ぞ単計て

だ II({千1157"je4 }J 1 11一一一一(4)ー

一般会計当初予算の主な内容

えつ広報ー 第 860号
0号一

6，200万I'J

4，306 );l1J 

3 ， 100 1;" 十~J

3，315万円

2f立 237万円

創立3，759)j 円

2位2，631万円

3億7，275万円

l佑4，833万円

2偲9，924万円

以--"1""'j，..，.--rγ;7fF: 
.'・十日当二市斗均一、

. . ~'哩二--
;..-tI"""'町、，.......l・
見時制 ・・・斗十

-!'-，... 場 蜘 ~，..*・ '・0・・L
'令・

長
野
県
交
通
安
全
運
動
推
進
本
部
は
、

四
月
一
日
、
市
内
の
神
科
全
地
区
を
「
歩

3，032万円

7，000万円

2，567万円

6，951万円

5，000万円

1，303万円

6，761万円

1億3，223万円

4億円

5，700万円

日
年
度
最
終
補
正
予
算

一
般
会
計
の
補
正
傾
は
、
千
五
百
四

十
万
九
千
円
で
、
こ
れ
に
よ
り
昭
和
五

十
六
年
度
一
般
会
計
の
総
制
は
、
二
育

七
億
四
千
八
百
十
四
万
七
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

補
正
の
主
な
内
容
は
、
総
務
代
で
は

県
営
水
道
料
金
差
額
補
助
金
三
千
三
百

十
五
万
六
千
円
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
従
来
の
基
本
料
金
の
差
額
を
十
三
立

方
れ
ま
で
引
き
上
げ
て
、
差
制
の
是
正

を
凶
っ
て

い
く
も
の
で
す
。

四
月
か
ら
昭
和
五
十
九
年
三
月
ま
で
の
川

二
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

12俗2，000万円

5，000万円

1，099万円

450万円

4f窓5，182万円

1，136万円

2，630力.同

4億9，992万円

5，106万円

1，531万円

3億8，600万円

5，700万円

4，500万円

8，850万円

2億2，230万円
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対策推進地区に

長
野
県
交
通
安
全
運
動
推
進
本
部
は
、

四
月
一
目
、
市
内
の
神
科
全
地
区
を
「
歩

行
者
事
故
防
止
対
策
推
進
地
区
」
に
指

定
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
交
通
の
弱
者
で
あ
る
歩
行

者
(
自
転
車
利
用
者
を
含
む
)
を
交
通

事
故
か
ら
守
る
た
め
、
交
通
事
故
の
発

生
な
ら
び
に
交
通
環
境
な
ど
の
状
況
か

ら
み
て
、
よ
り
よ
い
交
通
安
全
対
策
を

講
ず
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
神

科
全
地
区
を
同
推
進
地
区
と
し
て
指
定

し
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
関
係
機
関

や
市
な
ど
が
協
力
し
、
地
区
住
民
の
皆

さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
の
も
と
に
、
交

通
安
全
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
っ

計
画
的
に
実
施
し
て
、
悲
惨
な
交
通
事

故
を
防
止
し
、
同
地
区
を
交
通
安
全
に

関
す
る
模
範
的
地
区
に
育
成
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。
指
定
期
間
は
、
こ
の

新
入
学
児
の
受
通
安
全

新
入
学
児
を
お
持
ち
の
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
は
、
学
校
の
行
き
帰
り
が
特

に
心
配
で
し
ょ
う
。

お
子
さ
ん
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た

め
に
、
次
の
点
に
は
特
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
、
つ
。

通
学
路
を
実
際
に歩
い
て
み
よ
う

通
学
時
間
に
合
わ
せ
、
お
子
さ
ん
と

い
っ

し
ょ
に
、
通
学
路
を
何
回
か
歩
い

て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
の
う
え
で
、
信
号
の
見
方
や
正
し

い
横
断
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
、
具
体

的
に
教
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
閉
じ
道
で
も
、
曜
日
や
時
間

に
よ
っ
て
車
の
量
や
人
通
り
な
ど
交
通

状
況
が
変
わ
る
こ
と
も
、
併
せ
て
注
意

l
γ
ま
l
)
よ、
7
。

余
裕
を
も
っ
て登
校
さ
せ
よ
う

方
灯
ま
で
引
き
上
げ
て
、
差
額
の
是
正

を
図
っ
て
い

く
も
の
で
す
。

補て
て生
んず
する
る赤
こ字
とに
に対
よし σ
り、正
「そ m
t盆グ〉と
悶ーヰ|
鯉音sj 
」 を

究
実
の
た
め
の
五
百
万
円
、
上
田
市
体

育
協
会
の
法
人
化
に
伴
う
出
資
金
五
百

万
円
な
ど
を
-計
上
し
ま
し
た
。

四
月
か
ら
昭
和
五
十
九
年
三
月
ま
で
の
川

二
年
間
と
な

っ
て
い
ま
す
。

推
進
計
画
の
内
容

1
、
交
通
安
全
施
設
な
ど
の
整
備

歩
行
者
(
特
に
子
供
と
お
年
寄
り
)

と
自
転
車
利
用
者
を
保
護
す
る
た
め
に
川

必
要
な
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
、
歩
道
設
置
な
へ

ど
の
安
全
施
設
の
整
備
と
交
通
規
制
を
〈

積
極
的
に
実
施
し
ま
す
。

2
、
街
頭
活
動
の
強
化

毎
月
二
十
日
の
「
歩
行
者
、
自
転
車
川

事
故
防
止
の
日
」
を
最
重
点
に
、
街
頭
い

指
導
を
し
ま
す
。

3
、
交
通
安
全
教
育
の
強
化

交
通
安
全
教
室
を
聞
い
た
り
交
通
指
パ

導
所
を
開
設
し
て
、
地
区
や
学
校
に
お
〈

け
る
交
通
安
全
教
育
を
進
め
ま
す
。

就
寝
前
に
翌
日
の
持
ち
物
を
準
備
さ
い

せ
、
当
日
忘
れ
も
の
な
ど
な
い
よ
う
に
"

l
v
士手'しトみ、「ノ
。

ま
た
、
時
間
的
に
も
十
分
余
裕
を
も
川

っ
て
送
り
出
す
よ
う
に
し
た
い
も
の
で

す
。

r

帰
宅
時
聞
を約
束
さ
せ
よ
う

学
校
が
終
わ
っ
た
ら
、
寄
り
道
を
し
な
い

い
で
ま

っ
す
ぐ
帰
宅
さ
せ
る
よ
う
に
帰
"

宅
時
聞
を
約
束
さ
せ
、
し
っ
か
り
守
ら
へ

せ
る
こ
と
も
交
通
事
故
を
防
止
す
る
う
〈

え
で
大
切
な
こ
と
で
す
。

春の全国交通安全運動
4面

運

動

の

重

点

4月6日"'4月15日

ー
、
歩
行
者
、
特
に
子
供
と
お
年
寄
り

及
び
身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん
が
、
安

全
に
通
行
が
で
き
る
よ
う
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

2
、
自
転
車
や
原
動
機
付
自
転
車
を
利

用
す
る
人
も
、
安
全
運
転
を
心
が
け

+ま

l
)
よ
、つ。

3
、
「
ゆ
と
り
」
と
「
ゆ
ず
り
合
い
」
、

「
{
女
全
は
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
か
ら
」

の
安
全
運
転
に
心
が
け
、
無
謀
運
転

を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

4
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ

、フ
。
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(

前

川

か

ら

統

〈

)

絶

つ

は

ど

苫

し

ま

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

し
か
し
郎
必
問
題
と
い
う
も
の
は
、
の
か
考
え
て
似
し
い
の
で
す
。
生
徒
の

そ
ん
な
単
純
な
も
の
て
は
あ
り
ま
せ
ん
皆
さ
ん
は
、
同
和
教
育
に
よ
っ
て
正
し

で
し
た
。
何
百
年
と
い
う
長
い

間

部

落

い

知

識
を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
大

民
の
血
を
吸
っ
て
生
き
続
け
、
現
代
の
人
の
皆
さ
ん
は
、
子
供
と
い
っ
し
ょ
に

社
会
に
拙
づ
い
て
い
る
も
の
が
そ
う
簡
も
う

一
度
部
落
問
題
に
つ
い
て
考
え
て

単
に
取
り
除
け
る
わ
け
が
な
い
の
で
す
。

み
て
く
だ
さ
い
。

ま
し
て
や
自
然
に
消
え
て
い
く
こ
と
な
私
は
十
六
年
間
生
き
て
き
ま
し
た
が、

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
部
落
差
別
を
な
く
す
幸
せ
な
こ
と
に
一
度
も
差
別
を
受
け
た

に
は
、
大
勢
の
人
々
の
努
力
が
必
要
な
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ

の
で
す
。
私
は
な
に
も
「
解
放
運
動
を
か
ら
社
会
に
出
て
就
職
、
結
婚
と
な
る

し
ろ
H

ご

と

言
っ

て
い
る
の
で
は
あ
り
と
ど
ん
な
差
別
を
受
け
る
か
し
れ
な
い

ま
せ
ん
。
少
し
で
も
い
い
か
ら
闘
心
を

の

で

す

。
私
は
、
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ

も
っ
て
欲
し
い
の
で
す
。

な
活
動
を
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

な
ぜ
、
大
勢
の
人
々
が
「
部
落
出
身
」
も
し
差
別
さ
れ
て
も
そ
れ
と
闘
っ
て
い

と
い
う
こ
と
だ
け
で
自
ら
尊
い
生
命
を
け
る
だ
け
の
力
を
養
っ
て
い
き
た
い
と

n必
o
n￥
ωの
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ωの
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磁器調櫨協
⑭ 

王里解のために

]問題を考える I 

4月は、新年度の保険料のM:初の納期)-Jになっていますー
保険料は、私たちが一定の年齢にな ってから受ける「年金 lゐ
基礎を固めるとともに、不iWJの4¥-故に備えていくものてす。
おお、れなくお納めくださし、。

新しい保険料額 4月か ら次のようにヲlき上げられました n
昨年行われた年金の「物価スライド」に応じたものて、す:

定額保険料 月傾5，220円 1期 (2か月 ) 10，440円 M

付加保険料 月額5，620円 1期 (2か月 ) " .240円
保険料の納期は、 56年度と問機に、 4、6、8、10、12、2月
の偶数月 です。おまちがいのないようにお願いします。

4月は保険の納期月

「前納J扱いは4月だけ
1年分(4月か ら宝翌年 3月まで)の保険料をまとめて納める
『前納』制度は、保険料の古IJり引 きがありますが、取 り扱い期

間は 4月 1日から 4月30日までに限られています。前納を希
望される人は、 4月中にお納めくださし、。領収印もお雌めく
fニーさし、。

定額前納保険料の額

付加前納保険料の額
61，130円
65.810円

56年度分は完納してますか

新年度の納Wlに入っていますが、昭和56年度の保険料は完
納されていますか。 もし未納分がありましたら、 4月中にお
納めくださし、。

4月中は使える
前年度の納付書

もできます。

5月 1日以後になりますと旧年度の納付書は使えなく
なり、lJljの納付沓(社会保険事務所で発行のもの)で指定

されたところへ納めなければ‘なりません。

56年度の保険料で未納がありましたら、 4月中に納め終わ
るようにお願いします。

昭和56年度の納付蓄を使つての保険料納
付は、 4月中ならどこの金融機関、県協で

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
同
時
に
差
別
に

一

脅
か
さ
れ
る
こ
と
な
く
安
心
し
て
生
活

で
き
る
社
会
を
要
求
し
ま
す
。

人
間
に
と
っ
て
一
番
尊
い
こ
と
は
、

「
人
間
ら
し
く
生
き
る
」
こ
と
で
す
。

み
ん
な
同
じ
だ
け
の
命
を
分
け
与
、
子
句

れ
て
い
る
の
に
、
人
間
ら
し
く
生
き
ら

れ
な
い
人
た
ち
が
い
る
と
い
う
こ
と
は

と
て
も
不
思
議
な
こ
と
で
す
。
そ
し
て

悲
し
い
こ
と
で
す
。

私
は
、
こ
れ
か
ら
も
一
人
の
人
間
と

し
て
、
一
人
の
部
落
出
身
者
と
し
て
誇

り
を
も
っ
て
生
き
て
い
き
た
い
と
患
っ

て
い
ま
す
。

普通タイヤにはさ替えよ う

そろそろスパイクタイヤがいらない時期になって

きました。燃費の節約のためにも道路のためにも 、

お早めに普通タイヤにはき替えましょう 。

被保険者(国民年金に加入している人)は、保険料を納めて
いかなければ『年金』になりません。

しかし、中には「不況で仕事が減った、収入が少なくて毎日

の生活だけて、手いっぱいだ」とか、「ケガをしてしまい働きに出

られないJ'家族に病人ヵ、出て出資がかさみ、保険料まで回ら

ない」など、いろいろの事情で保険料を納めることのできない
場合が出てきます。

このようなとき、国民年金に強制加入(自分の意志で国民年

金からぬけられない人)となっている被保険者には保険料の免

除 という制度があり、申請して認められると、一定期間は保

険料を納めないでいても、その免除期間は、年金を受けるこ

とのできる資格期間として、つなげていくことができますの

「生活カ惜しくて、どうしても保険料を納めることが困難だ i

という人は、黙って保険料を未納にするのでなく、遠慮なJ
国民年金係にご相談くださし、。

申請することが必要 保険料の免除は、放っておいてできる

ものではありません。本人の申請が必要です。手続きは

簡単にできますので、印鑑と配られている納付舎をお持

ちにな って市役所 1階18番窓口にお出かけくださし、。免
除の申請が通り免除が認められますと、その期間は、年

金の傾は納めたときの 3分の lがつながっていきます。
また、免除期間は、 10年以内だったら追納(後からその
ときの保険料の額で納めること)ができ 、年金の額も全額
となって受けることができます。

ご相談をお待ちしています。

保険料の免除申請
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『日
は
心
の
窓
」
と
も
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
心
の
状
態
を
正
前
一
に
映
し
ま
す
。

ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
知
識
や
間
報
も
目
か

ら
入
っ
て
き
ま
す
の
で
、
体
の
中
で
も

大
切
な
山
空
白
で
す
。

今
回
は
、
そ
の
大
切
な
目
に
つ
い
て

の
お
」
し
で
す
。

自
に
入
っ
た
ゴ

え

春
先
は
風
が
強
い
た
め
、
よ
く
自
に

ゴ
ミ
が
入
り
ま
す
。
小
さ
な
ゴ
ミ
の
場

合
で
も
大
事
な
角
膜
を
傷
つ
け
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
無
理
に
こ
す
っ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
じ
っ
と
目
を
つ
む
っ

て
い
る
と
、
大
体
は
一涙
と
い
っ
し
ょ
に

出
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
と
れ
な

い
と
き
は
、
先
を
水
に
ぬ
ら
し
た
ハ
ン

カ
チ
な
ど
で
、
ま
ぶ
た
の
裏
側
を
吸
い

取
る
よ
う
に
ふ
き
ま
す
。

つ広報

目

σ〉

疲

れ

ー 第 860号

テ
レ
ビ
の
見
過
ぎ
は
、
目
を
疲
れ
さ

せ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
テ
レ
ビ
を
見
る
と
き
は
次
の
こ
と

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
正
面
か
ら
二

1
三
メ
ー
ト
ル
は
離
れ

て
見
ま
し
ょ
う
。

②
自
の
高
さ
よ
り
少
し
下
に
置
い
て
見

ま
し
ょ
う
。

③
部
屋
全
体
を
明
る
く
し
て
見
ま
し
ょ

、『
ノ
。

中
固
め
小
学
校
で
は
、
毎
日

「
自
の

体
操
」
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
れ

は
一一
掃
や
首
の
筋
肉
を
ほ
ぐ
し
、
体
を
伸

ば
し
た
り
、
こ
め
か
み
や
自
の
つ
け
根

を
マ

ッ
サ
ー
ジ
す
る
も
の
で
す
が
、
近

規
の
予
防
や
蹴
け
ざ
ま
し
に
も
利
用
で

き
ま
す
。

ま
た
、
遠
く
の

山
々
を
な
が
め
る
の

の 健康目

も
目
に
は
と
て
も
い
い
こ
と
で
す
。

目

σ〉

病

気

特
に
春
先
に
多
い
結
膜
炎
は
、
細
菌

や
ビ
ー
ル
ス
か
ら
お
こ
り
ま
す
。
ひ
ど

く
な
る
と
、
白
眼
か
ら
ま
ぶ
た
め
裏
側

に
か
け
て
真
赤
に
な
り
、
目
や
に
も
出

る
感
染
の
強
い
病
気
で
す
。
片
方
の
目

が
感
染
し
た
場
合
、
む
や
み
に
こ
す
っ

た
り
す
る
と
健
康
な
目
に
も
う
つ
っ
て

し
ま
い
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
く
治

療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
家
族
に
う
つ

ら
な
い
よ
う
に
、
タ
オ
ル
や
洗
面
器
は

別
に
し
手
を
き
れ
い
に
洗
う
こ
と
を
心

が
け
て
、
医
師
の
指
示
を
よ
く
守
っ
て

く
だ
さ
い
。

今
ご
ろ
の
時
期
は
、
ア

レ
ル
ギ
ー
性

の
疾
患
で
あ
る
春
季
カ
タ
ル
で
お
困
り

の
方
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
春
か
ら
夏
に

か
け
て
悪
く
な
り
、
秋
か
ら
寒
く
な
る

と
治
っ
た
よ
う
に
な
り
ま
す
。
原
因
は

は
っ
き
り
わ
か

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
目

が
か
ゆ
く
て
目
や
に
も
出
ま
す
。
他
人

に
感
染
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ひ
ど
い
場
合
は
治
療
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

目

薬

σ〉

使

用

た
い
し
た
こ
と
も
な
い
の
に
、
く
せ

で
目
薬
を
常
用
し
て
い
る
人
が
い
ま
す

が
、
抗
生
物
質
や
副
腎
皮
質
ホ
ル

モ
ン

の
入

っ
た
目
薬
を
乱
用
し
ま
す
と
、
い

ろ
い
ろ
な
副
作
用
を
受
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

疲
れ
た
と
き
は
、
き
れ
い
な
洗
面
器

に
水
道
の
水
を
流
し
な
が
ら
目
を
パ
チ

パ
チ
さ
せ
る
か
、

涙
に
似
た
性
質
の
二

%
の

ホ
ウ
酸
水
で
目
を
洗
う
の
が
、
も

っ
と
も
簡
単
な
方
法
で
す
。

よ
ご
さ
ず
楽
し
く

お
花
見
を

3
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に

・し

中手

1
v
ょ
、っ。

4
、
公
園
内
で

の
た
き
火
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

5
、
ご
み
は
各
自
で
持
ち
帰
り
ま
し
ょ

、「ノ。な
お
、
上
回
公
園
内
の
西
棉
は
現
在

改
修
工
事
中
で
す
の
で
、
開
幽
内
で
の

お
花
見
は
こ
遠
慮
く
だ
さ
い
。
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:自髄炎予防接種目程表

会 場
接種目

対 象 地 区
1回目 2回目

北部地区

市保健センター

1月4 3 2月5 5 

西部地区の一部(緑が丘、新屋、紋が丘北、
(市役所南庁舎2階) 緑が丘西)

日 日
塩尻地区

神川地区公民館 (刈 (刈 神川地区

塩田母子健康センター t孟回全区

東部地区

南部地区

市保i宜健所 センタ-
中央地区(11i 南庁舎2階) 月4 

2月5 6 
14 西部地区 (下紺屋町、鎌原、西脇、新町、

日 日 の一部 諏訪部、生塚、常生寺町、城北)

上 野が丘公民館
(本) (/1-:) 

神科地区、豊殿地区

川辺町会館
川辺地区

泉国地区のー音[1(稲田、吉田)

川西社会福祉センター
1月4 6 2月5 8 

川西地区

三 好町会館 日
働日
城下地区

と鈎 康問地区の一書11(半過)

だ 昭和57年 4H 1日一一一一ω-

お知らせ

ま
す

小
児
マ
ヒ
予
防
の
た
め

え

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

つ広報

を
投
与

保
健
予
防
諜
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

一第 860号

急
性
灰
白
髄
炎
(
小
児
マ
ヒ
)
予
防

の
た
め
、
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与
を

次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
該
当
す
る
皆
さ

ん
は
、
お
受
け
く
だ
さ
い
。

肢
当
者
・
・
・

①
昭
和
五
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
同
年

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
供
さ
ん

②
今
ま
で
に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
子
供

さ
ん
(
た
だ
し
、
四
歳
未
満
に
限
り

長
野
県
老
人
大
学

資
源
活
用
広
場
へ

3月13目、」二田勤労者福祉センターで、
;由子家庭などの児童の小中学校入学・中学

j校卒業澱励祝会ガ開かれました。

来賓の方々から濃励の言葉をいただいだ

;後、児童だちに記念日ガ贈られました。

投
与
方
法
:
六
週
間
以
上
の
間
隔
を
お

い
て
、

0
・
0
五
ミ
リ

μ
ず
つ
二
回

経
口
投
与
し
ま
す
。

受
付
時
間
・
:
各
会
場
と
も
午
後
一
時
三

十
分
か
ら
二
時
三
十
分

持
ち
物
・
:
問
診
票
(
記
入
し
て
く
だ
さ

い
)、
母
子
健
康
手
帳

そ
の
他
:
・
こ
の
予
防
接
種
は
、
三
種
出

合
予
防
接
種
、
麻
し
ん
予
防
接
種
と

時
期
が
同
じ
な
の
で
、
接
種
に
あ
た

っ
て
は
間
隔
に
気
を
つ
け
て
お
受
け

く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
に
は
毎
年
三
バ
、
土
地
、
家
屋
、

伯
却
資
産
の
価
格
を
知

っ
て
い
た
だ
い

た
わ
け
で
す
が
、
今
年
は
地
方
税
の
改

ー
台
所
が
火
元
H
H

大
半
は

天
ぷ
ら
火
災

上
小
地
域
広
場
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部
予
防
課
宮
⑫
2
5
0
1

台
所
で
火
災
発
生
ー
ー
と
い
う
と
、

火
元
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
コ
ン
ロ
で

す
。

み
る
と
、

が
、
コ
ン

、
火
遊
び

め
て
い
ま

災
で
、
意

げ
て
い
る

周
囲
の

ス
で
す
。

ほ
と
ん
ど

を
つ
け
た

れ
た
」
ス

掲
げ
て
い

そ
の
原

や
セ

l
ル

v

ま
っ
て
。

て
、
例
え

そ
の
世

た
心
の

分
か
ら
正
午
ま
で

と
こ
ろ
:・
市
営
野
球
場

(
雨
天
の
場
合

は
市
民
体
育
館
)

ス
キ
か
ら
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

妨
げ
物
を
し
て
い
て
台
所
を
離
れ
る

と
き
は
、
そ
の
都
度
、
ガ
ス
を
消
す
こ

と
が
一
番
で
す
。
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
だ

か
ら
と
い
う
H

油
断
H

は
禁
物
で
す
。

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

油
な
べ
に
火
が
つ
い
た
ら

①
ま
ず
、
カ
ス
の
校
を
閉
め
ま
し
ょ
う
。

(
温
度
を
下
げ
る
)

②
ふ
た
が
あ
る
と
き
は
、
な
べ
を
倒
さ

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
、
炎
に
必

わ
さ
れ
ず
正
確
に
ふ
た
を
し
ま
す
。

③
ふ
た
が
な
い
場
合
は
、
大
き
め
の
布

を
ぬ
ら
し
て
、
手
前
か
ら
緩
い
か
ぶ

せ
ま
す
。

④
野
菜
な
ど
を
燃
え
て
い
る
な
べ
に
入

れ
る
の
も
よ
い
で
す
が
、
あ
わ
て
て

投
げ
込
ん
だ
り
、
水
の
つ
い
た
物
を

入
れ
る
と
油
が
飛
び
散
っ
て
ヤ
ケ
ド

を
し
ま
す
。
水
に
ぬ
れ
て
い
な
い
大

き
な
葉
つ
ば
を
広
げ
、
ふ
た
を
す
る

よ
う
に
、
な
べ
に
か
ぶ
せ
ま
す
。

⑤
な
ん
と
い
っ
て
も
消
火
器
が
あ
れ
ば

す
ぐ
消
せ
ま
す
。
た
だ
注
意
.
し
た
い

の
は
、
油
に
直
接
噴
射
し
な
い
こ
と

で
す
。
油
が
飛
び
散
っ
て
思
わ
ぬ
ヤ

ケ
ド
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一
度

な
べ
の
壁
面
に
当
て
て
か
ら
、
泡
を

入
れ
る
の
が
正
し
い
使
い
方
で
す
。

⑥
水
を
か
け
る
の
は
、
や
め
ま
し
ょ
う
。

炎
が
よ
け
い
大
き
く
な
っ
た
り
、
燃
え

て
い
る
油
が
あ
ふ
れ
で
危
険
で
す
。



上
小
学
部
の

学
生
を
募
集

社
会
課
社
会
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
7
8

だ

佐
山
峨
で
乍
刊
引
日
立
欲
お
う
山
悦
な
向
齢
者

が

mえ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
方
々
を

対
象
に
、
今
年
も
長
野
県
之
人
大
学
上

小
学
部
で
は
、
次
の
と
お
り
学
生
を
必

集
し
ま
す
。

入
学
資
絡
・
:
お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
の

人
で
、
心
身
と
も
に
健
康
で
学
習
意

欲
が
あ
り
、
地
成
の
福
祉
活
動
に
村
…

極
的
な
人

定

員

・:斤
卜
名

会

場
・

k
m
A
n
同
庁
合

学
習
期
間
・
・
・
五
月
か
ら
米
年
三
月
ま
で

の
二
十
日
間

学
習
時
間
:
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

ま
で
、

一
日
約
四
時
間

学
習
内
容
:・

一
般
教
養
、
創
作
笑
技
、

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン

申
込
期
間
・
:
川
月

一
白
川
か
ら
同
月
二

-
H
伏
ま
で

※
願

A
は
社
会
諜
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
上
山
市
日
齢
者
予
固
め
必
集

要
項
に
つ
い
て
は
、
次
副
口
す
の

「
広
報

う
え
だ
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

えつ-ω一一一- II(仲間7年4Jj 1日 広報

資
源
活
用
広
場
へ

ご
参
加
を

生
活
環
境
課
生
活
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
0
1

有
線
②

0
7
6
1

毎
年
好
評
の
「資
源
活
用
広
場
」
を
、

今
年
は
五
月
九
日
間
に
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
に
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
不

用
品
で
、
紹
介
で
き
な
か

っ
た
品
物
や

各
い
や
業
所
の
処
分
品
な
ど
を
、
す
べ
て

市
価
の
半
値
以
下
で
販
売
し
ま
す
。

資
源
活
用
広
場
(不
用
品
コ
ー
ナ
ー
、

処
分
品
コ
ー
ナ
ー
)
へ
参
加
し
、
販
売

を
希
望
さ
れ
る
皆
さ
ん

(事
業
所
、
団

体
、
例
人
な
ど
)
は
、
四
月
二
十
日
附

ま
で
に
電
話
な
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

固
定
資
産

課
税
台
帳
の
縦
覧

1
4
月
1
日
j
4
月
加
日

l

資
有 E 産
線⑫ 税
② 4課
o 1資
6 0産
8 0税
1内係
線
2 
3 
6 

昭
和
五
十
七
年
度
の
固
定
資
産
税
の

基
礎
と
な
る
評
価
額
が
決
定
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
は
毎
年
三
月
、
土
地
、
家
屋
、

仮
却
資
産
の
術
院
を
知
っ
て
い
た
だ
い

た
わ
け
で
す
が
、
今
年
は
地
方
税
の
改

正
が
遅
れ
て
四
月
縦
覧
と
な
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

本
人
が
縦
覧
す
る
場
合
は
印
鑑
を
、

法
人
と
か
他
人
の
分
を
代
理
で
縦
覧
す

る
場
合
は
、
代
理
人
選
任
届
か
委
任
状

と
代
理
人
の
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
き
い
。

時
聞
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
ま
で
で
す
。

(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
、

日
曜
日
は
休
み
で
す
)

な
お
、
負
阻
調
路
に
つ
い
て
は
、

「広
報

う
え
だ
」
四
月
十
六
日
号
、
五
月
一
日

号
に
掲
載
の
予
定
で
す
。

ー
上
田
こ
ど
も
ま
つ
り

l

川
上
少
年
野
球
教
室

参
加
者
を
募
集

青
少
年
対
策
室

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

6
8
0

「
上
回
こ
ど
も
ま
つ
り
」
は
、
今
年

も
五
月
五
日
、
上
回
公
園
在
中
心
に
開

催
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
、
特
に
一冗
巨
人
前
十
院
特
・
川

上
哲
治
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、
少
年
野

球
教
室
を
行
い
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ

れ
る
皆
さ
ん
は
、
次
の
要
領
に
よ
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

き
:
五
月
五
日
附
午
前
九
時
三
十

と

分
か
ら
正
午
ま
で

と
こ
ろ
・:
市
営
野
球
場

(雨
天
の
場
合

は
市
民
体
育
館
)

対
象
者
・
:
小
学
校
五
・

六
年
生
の
男
子

募
集
人
員
・
百
人

(多
数
の
場
合
は
抽

選
と
し
ま
す
)

参
加
料
・
:
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
と
し
て
百

円
申
込
方
法
・
・
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
と
希
望

す
る
ポ
ジ
シ
ョ

ン
を
二
つ
記
入
(
ポ

ジ
シ
ョ
ン
別
、

-
投
手
、

2
捕
手
、

3
内
野
、

4
外
野
)

申
込
先
・:
干

3
8
6

上
田
市
大
手
一

一一

|

一
六
上
田
市
役
所
社
会

部
青
少
年
対
策
室
内

上
回
こ
ど
も

ま
つ
り
実
行
委
員
会

申
込
期
限

四
月
二
十
日

ωま
で

そ
の
他
:
・
当
日
の
持
ち
物
な
ど
は
、
決

定
者
に
後
日
連
絡
し
ま
す
。

無
料
法
律
相
談
の

ご
利
用
を

生
活
環
境
課
市
民
相
談
室

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
0
3

有
線
②

0
7
6
1

市
で
は
、
本
年
度
も
長
野
県
弁
護
士

会
上
田
地
区
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

「
法

律
相
談
」
を
、
毎
月
第
二

・
第
四
金
曜

日
の
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
同
三
時
三

十
分
ま
で
行
い
ま
す
。

そ
の
世

@
水
を
か
け
る
の
は
、
や
め
ま
し
ょ
う
。

炎
が
よ
け
い
大
き
く
な
っ
た
り
、
燃
え

て
い
る
油
が
あ
ふ
れ
て

相
談
は
無
料
で
、
総
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。
法
律
に
閥
述
し
た
問
題
で
お
附

り
の
方
は
、
ご
利
用
く
だ
さ

い

予
約
制
で
す
の
で
、
前
も

っ
て
屯
請

な
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
婦
人
週
間
の
つ
ど
い
」
に

ご
参
加
を

「
婦
人
週
間
」
は
、
わ
が
国
の
婦
人

が
初
め
て
参
政
権
を
行
使
し
た
四
月
十

日
を
記
念
し
て
、
昭
和
二
十
四
年
に
設

け
ら
れ
た
週
間
で
す
。
四
月
十
日
か
ら

十
六
日
ま
で
の
一
週
間
は
、
婦
人
の
地

位
向
上
の
た
め
の
特
別
活
動
が
全
国
的

に
展
開
さ
れ
ま
す
。

長
野
婦
人
少
年
室
で
は
、
こ
の
週
間

に
ち
な
み
、
四
月
十
三
日
に
「
第
三
十

四
回
婦
人
週
間
の
つ
ど
い
」
を
絵
本
市

で
開
催
し
ま
す
。
多
数
の
皆
さ
ん
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

〈
と
き
〉

四
月
十
三
日

ω午
後

一
時
三
十
分
か

ら
四
時

〈
と
こ
ろ
〉

松
本
市
あ
が
た
の
ぶ
文
化
会
館

(絵

本
市
川
町
三
丁
目
)

〈内

容

〉

①
講
演
:
・
演
題
「
円
立
と
協
調

へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
」
、
講
師
・
出
美
稚
子
さ
ん

(弁
護
士
)

②
質
疑
応
答
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を
受
け
取
っ
た
と
き
は
、
保
険
料
を
だ

れ
が
負
担
し
、
だ
れ
が
保
険
金
を
受
け

取
っ
て
い
る
か
な
ど
に
よ
っ
て
、
相
続

税
か
贈
与
税
あ
る
い
は
所
得
税
が
か
か

り
ま
す
。

な
お
、
傷
害
特
約
付
生
命
保
険
で
、

身
体
の
傷
害
に
基
づ
い
て
受
け
取
っ
た

給
付
金
に
は
税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
・
:
海
野
町
会
館
お
よ
び
会
館
前

日
曜
広
場

内
容
・
:
手
芸
品
、
問
芸
品
、
ベ

l
パ

ー
フ
ラ
ワ
ー
、
む
す
び
お
り
、
組
ひ

も
、
洗
濯
ば
さ
み
な
ど
約
千
点

幻
年
度
前
期

ー
上
回
明
照
会
H
H

生
命
保
険
と
税
金

えつー第 860号

まちゃ山を緑でつつもう

作
品
展
示
と

技
能
検
定
決
ま
る

即
売
会
を
開
催

私
た
ち
は
、
毎
日
が
健
康
で
過
ご
せ

る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
が
、
い
つ
、
ど

ん
な
不
幸
に
見
舞
わ
れ
る
か
、
だ
れ
に

も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
多
く
の

家

庭

で

は

、

万

一

の

事

態

に

備

え

て

生

上

小

高

等

職

業

訓

練

校

で

申

し

込

み

命

保

険

に

加

入

し

て

い

ま

す

。

を

受

け

付

け

て

い

る

昭

和

五

十

七

年

度

社

会

福

祉

法

人

・

上

回

明

照

会

で

は

、

と

こ

ろ

で

、

生

命

保

険

と

税

金

は

い

の

前

期

技

能

検

定

が

決

ま

り

ま

し

た

。
知
恵
遅
れ
の
皆
さ
ん
が
こ
つ
こ
つ
と
努
シ
ベ
リ
ア
へ
抑
留
さ
れ
、
強
制
労
働

ろ

い

ろ

な

か

か

わ

り

が

あ

り

ま

す

。

検

定

は

、

ほ

ぽ

前

年

と

同

じ

で

造

園

、

カ

を

積

み

上

げ

て

作

り

出

し

た

手

芸

品

を

さ

せ

ら

れ

た

人

の

補

償

要

求

を

す

る

納

税

者

本

人

や

家

族

を

受

取

人

と

す

板

金

、

機

械

、

木

工

、

左

官

な

ど

三
十
や
陶
芸
品
な
ど
の
作
品
を
、
次
の
と
お
組
織
(
全
国
抑
留
者
補
償
協
議
会
)
が

る
保
険
料
を
支
払
っ
た
と
き
は
、
そ
の
別
所
温
泉
財
産
区
で
は
、
四
月
一
日
四
職
種
あ
り
ま
す
。
上
小
高
等
職
業
訓
り
展
示
し
ま
す
。
作
品
は
、
即
売
さ
れ
結
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

年
の
支
払
額
に
応
じ
て
「
生
命
保
険
料
か
ら
別
所
温
泉
共
同
浴
場
の
大
湯
・
石
練
校

(干

3
8
6

市
内
天
神
二
|
四
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
大
勢
の
皆
市
内
に
お
住
ま
い
の
関
係
者
の
皆
さ

控
除
」
と
し
て
、
そ
の
年
の
所
得
金
額
湯
・
大
師
湯
・
相
染
問
(
夜
間
の
み
)
の
|
五
五
)
へ
の
申
し
込
み
は
、
四
月
十
さ
ん
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

ん
は
、
至
急
、
上
回
支
部
(
事
務
局

・

か

ら

控

除

さ

れ

ま

す

。

入

浴

料

金

を

一

人

(

大

・

小

人

と

も

)

五

日

同

か

ら

二

十

四

日

出

ま

で

の

聞

に

と

き

・

:

四

月

十

八

日

川

午

前

十

時

か

竹

内

保

雄

諏

訪

形

九

六

四

宮

⑫

5
8

報

ま

た

、

満

期

保

険

金

や

死

亡

保

険

金

三

十

円

に

改

正

し

ま

し

た

。

お

願

い

し

ま

す

。

ら
午
後
六
時
ま
で

9
3
)
へ
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

広

3
3
p
p
;
p
pぜ
1
3
3
P
3
3
3
3
3
1
3
p
p;
;
3
3
3
3
3
3
3
1
p
p
p
p
p
p
p
P
3
3
3ザ
4
3
3
3ず

実

」

。

に

か

ま

機

コ

の

。
発

に

よ

一

¥
1
j
ノ

叩

め

杭

り

い

順

時

い

業

談

ど

た

く

火

し

一

『

，

u

山

川

崎

ゴ

ム

町

間

易

自

易

れ

同

一

林

、

一

日

射

U
件

目

白

一

袋

築

連

緑

υ
涜

、

町

中

恥

判

時

は

経

工

り

事

、

防

一

胴

ー

を

化

「

け

町

本

駐

駐

と

問

答

林

、

な

火

ら

j
f

山

H

入

土

繰

り

か

示

1

側

側

館

時

も

内

山

物

と

山

カ

宅

一

面

支

g

郷

土

よ

で

展

き

口

西

北

民

9

会

。

、

産

節

年

い

火

…

引

け

∞

な

国

に

お

吋

つ

九

西

所

所

公

前

売

い

入

特

李

例

吸

由

一

心一

r
l
u
一

一

川

一

日

畑

眠

猷

凶

作

刑

問

一

工

ヤ

U

M

M

一

…

晴

…

℃

州

立

制

れ

帆

団

四

制

服

錫

行

ιι

れ

門

間

二

一

ト

恕

-

市

で

の

木

ヨ

…

I
l
l
-

の

o

木

か

木

木

で

生

不

。
ら

、

一

雌
れ
れ
村
丘
町
…
一
一
一
一
一
一
一
官
ぷ
川
町
内
…
江
戸
一
誤
ゆ

悦

日

同

司

緑

化

体

・

月

月

月

月

間

2

た

で

一不

一

即

火

っ

か

に

住

一

緑

月

ざ

行

，

、

繰

附

き

4

4

4

4

時

の

ま

の

展

ナ

示

山

よ

し

山

分

一

4

施

を

U
と

ら

す

械

一
民

ち

生

l

吋

上
小
高
等
職
業
訓
練
校

宮
⑫
2
6
6
6

上
回
明
照
会

宮
⑫
6
6
3
3

ー
別
所
温
泉
共
同
浴
場

1

入
浴
料
金
を
却
円
に

「緑の祭り」で緑化木無料頒布

山火事の防止はみんなで

取り扱い鹿 市内産院協力庖

:id5日が休みのお}おは16日に実施します。

〈生活環境課生活係官⑫4100内線301>

ぐ第40回産直デー
4月15日附

7。

11 
UU 
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働<婦人の家

婦人教室の受講生を募集
く材木町 1-2-2 ft③2988) 

働く婦人の家では、内容をさらに充実させて次の

とおり婦人教室を計画しました。皆さん誘い合って

ご参加ください。

対象者・一市内に住んでいるか、市内の事業所に勤

めている婦人で初心者に限ります。

受講料・・・無料(ただし、テキスト代、材料代は実費)

申込方法一 4月18日(11)から来館のうえ、テキスト代、

材料代を添えてお申し込みください。

1人 2講座まで申し込めます。

その他---先着順により、定員になり次第締め切 り

ます。

講座名 回数 H誕日 H寺 問 議 師

11回第 1、3月曜日 午後 (栄必士)
t↓ 理

( 5月一11月) 6 :00-8 :00 岩崎敬子三

七 { 玉 焼
6回第 1、3月Hi¥!日 午後 (北山クラフト )

( 5月-7月) 6 :00-8 :00 矢幡和香子さん

藤 t州 11回第2、4月曜日 午後
( 雌判~，;1iß市 )

( 5月-12月) 6 :00-8 :00 藤森すみ子さん

毛筆習字
16回第2、4火昨日 午後 (占遊説師)

( 5月-1月) 6 :00-8・00 佐藤鶴固さん

11回第 1、3火曜日 午後 (前月流)
生 + イじ

( 5月-12月) 6:00-8:00 土屋幸子三

手 車対
11回第 1、3火曜日 午後 (手側教室)

( 5月一12月) 6 :00-8 :00 山浦 i原子三

茶 道
12回第 1、3木曜日 午後 (->&千家)

( 5月-10月) 6 :00-8 :00 松井宗里九

9回第2、4木曜日 午後 ( 装道 ~j物教室)
着 イ寸

( 5月-10月) 6・00-8:00 福島佳子三

フラワー 6回第 1、3金曜日 午後 (フラワーデザイナー)

デザイン ( 5月-7月) 6 :00-8 :00 石川美和子三

平日 裁
11回第 1、3土曜日 午後 (千日l主講師)

( 5月-10月) 1 :30-3 :30 伊倉光子三

洋裁リホーム
11回第2、4土眼目 午後 (i羊裁講師)

( 5月-11月) 1 :30-3・30小林腿子さん

郷土のてまり
6回第 1、3土曜日 午後 (郷土のてまリ教室)

( 5月-7月) 1 :30-3 :30 上原 トシ子三

木
11回第2、4土曜日 午後 ( 県J!!I，~迎合会 )

( 5月-12月) 1 :30-3 :30 掛川忠夫さん

毛筆習字教室で受講する皆さん

定員 材料代 内容子 定

人
l回

28 400円位 1回3-4品

25 2，000円 ブローチほか2品

25 
藤つる

果物かご、皿ほか
2，500円

40 テキス{ト立代
600円

棺書、行書

円ijHfj分0円
25 34，4 O0 基本花型
( 1 H 600円)

30 
編俸、毛糸 基礎科司、ホームカハ一、

1，000円 ヘストほか

25 抹テ茶2キ，、Oス0菓0ト円子f代t 茶道の基礎知識

25 な し
ふだん着、外屋出着
半l隔常、名古 荷のしめ方

30 3，000円 マーガレ yトほか4組

25 な し 女物浴衣ほか

25 
型紙代

スカート、 ベス トなど
1，000円

25 
てまり 21聞

てまり 2f間
1，500円

30 3，000円{立 基本m~ 、安1fトほか

品目

※15日

〈生活
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(
二
月
二
十
八
日
現
庇
)

次
の
符
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
め
い

悩
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

柳

沢

情

さ
ん

(中
央
西

一
丁
目
)
北
大
手

両
角
留
雄
さ
ん

(中
央
二
丁
目
)

鍛

冶

町

一
0
0

亦

剥

つ

る

さ

ん

伊

勢

山

八

二

不

野

武

犬

さ

ん

岩

門

七

O

池
山
国

一
さ
ん

(触
が
丘

一
丁
目
)
新

屋

笠

井

さ

と

さ

ん

上

沢

川
上
町
太

さ

ん

染

屋

山

岸

淳

一

さ

ん

千

曲

町

えつ広報

ご
寄
付
お
礼

- ~""î 860号

次
の
皆
械
か
ら
温
か
い
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

V
須
川
自
治
会
樟

ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー

ト
靴
百
九
足
、
フ
ィ
ギ
ア
ス
ケ
ー
ト
靴

三
十
三
足
、
ホ

y
ケ
ー
ス
ケ
ー
ト
靴

一

足
、
ス
ケ
ー
ト
と
ぎ
台
二
台
、
と
石
二

t二

関

祐

出

さ

ん

(中
央
四
丁
目
)

佐
川
勝
信
良
さ
ん

(
中
央
四
丁
目
)

石
井
き
み
さ
ん

大

井

栄

さ

ん

石

井

泉

さ

ん

西
沢
い
く
の
さ
ん

玉
井
光
雄
さ
ん

小
林
欽
夫
さ
ん

岡
本
す
わ
さ
ん

(
緑
が
丘
一

丁
目
)
新

屋

山
本
誠

一
さ
ん

保

野

高

野

ミ

サ

ヲ

さ

ん

上

極

尻

山
崎
安

夫

さ

ん

下

室

釘

福

沢

ま

さ

さ

ん

嵐

田

新

町

松

尾

キ

ヨ

さ

ん

御

所

香
山
国

一

さ

ん

染

屋

阿

部

岡

平

さ

ん

上

塩

尻

小
林
的
ノ
江
さ
ん

(
常
磐
城
一
丁
目
)
西
脇

宮
沢
新
次
郎
さ
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